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迅速審査申請書 

  年 月 日提出 

大阪赤十字病院長 様 

申請者（研究責任者） 

所属 麻酔科・集中治療部 

職名・役職   部長 

氏名 西 憲一郎  ○印  

e-mail：nishiken@osaka-med.jrc.or.jp 

ICRWeb終了番号： 

当該研究の申請にあたり、「大阪赤十字病院における医学研究等の倫理審査に関する手順書」に 

基づき、以下の通り適用条件を確認し、適用となると判断しましたので、迅速審査を申請します。 

１．課題名   本邦での COVID-19感染患者治療の疫学的調査 

２．研究分担者 
（所属）麻酔科・集中治療部 （職名）医長 （氏名）岡本明久 

（所属）麻酔科・集中治療部 （職名）医師 （氏名）小松崎 崇 

３．登録（予定） 

データベース 

☐①国立大学附属病院長会議 UMIN 臨床試験登録システム 

☐②日本医薬情報センター（JapicCTI） 

☐③日本医師会（JMACCT） 

☐④その他 

※1 介入を伴う研究であって、多施設共同研究に参加し 

ている場合、または当院が介入を伴う研究を計画し

た場合はチェックすること。 

※2 観察研究、比較研究、アンケート等はチェックの必 

要はない。 

 
【データベース登録番号】 
 
【番号：        】 
 

（例）UMIN  №○○○○ 

４．適用条件  該当項目の□にチェックを記入すること 

以下の条件に合致するため、「大阪赤十字病院における医学研究等の倫理審査に関する手順書」 

（迅速審査）を適用 

・利益相反  （■なし 、  □あり） 

・資料の匿名化（□なし 、  ■あり） 

・同種の研究は過去に承認済ですか（□はい・承認済申請番号：       、 ■いいえ） 

 
■診療記録のみを用いた後方視的研究 
 

■共同研究であって、既に主たる研究機関において倫理委員会の承認を受けた臨床研究計画を当院で実

施する研究 

 

   主たる研究機関名： 広島大学 大学院医系科学研究科 救急集中治療医学 教授 志馬 伸朗   

 
 

□研究計画の軽微な変更 

※本項を選択する場合は、研究計画の変更内容が軽微であると判断した理由を以下に記載し、変更・追加

申請書（様式１１）を提出すること。 

 

   理由：                                         
 

受付番号  

所属上長 

 

様式３ 
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□被験者に対して軽微な侵襲（日常生活や日常的な医学検査で被る身体的、心理的、社会的危害の可能

性の限度を超えない危険であって、社会的に許容される種類のものをいう）又は侵襲を伴わない臨床

研究計画であって介入を伴わないもの 

※本項を選択する場合は、軽微な侵襲（又は侵襲を伴わない）研究計画であり、介入を行わないと判断し

た理由を研究実施計画書に記載し、記載した箇所を以下に記入すること。 

   

記載した章番号：             ページ数：               
 

■学会・研究会等の発表（学会名・研究会名等     主たる研究機関にて検討中      ）   
 

□出版公表原稿（出版先：                               ） 
 

■論文投稿（投稿先： 研究会名等主たる研究機関にて検討中               ） 

 

 

迅速審査で必要となる書類 

 

 

１．共同研究 
a.迅速審査申請書 

b.実施計画書 

c.患者への説明書 

d.患者さんが署名する同意書 

e.主たる研究実施機関の倫理委員会の許可書 

f.その他（調査票等） 

※ 後方視的研究の場合は、臨床研究情報の書類 

 

 

２．研究計画の軽微な変更 

a.迅速審査申請書 

b.変更・追加申請書（様式１１） 

c.実施計画書 

 

 

３．学会・研究会等の発表、出版公表原稿、論文投稿 

a.迅速審査申請書 

  b.抄録（学会・研究会等の発表、出版公表原稿、論文投稿） 

 

 

 

以上の書類につきましては、データ（PDF等）でご提出をお願いいたします。なお、患者さんへの説明

書や同意書のフォームは事務局で手直しする場合がございますので、（Ｗｏｒｄ・Ｅｘｃｅｌ）でご提出

をお願いいたします。（紙ベースの資料一式も併せてご提出をお願いいたします） 

 
 

委員長  委 員 迅速審査可否 〔特記事項〕 

 

 

 

 

    


